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センの lbondまわりの回転ポテンシャルは2面角が約 1800大きいところにもう1つの 極小
値をもち,そのkinkラセンのエネルギー差は小さい｡またChain末端は,中性2重項2C告
負イオン1重項 1cT,正イオン1重項 1Cておよび3重項 3cTの4種が可能である｡ 2C号は
4原子のzig-zag構造, 1cTはラセン, 1cTは4原子のzig-zag, 3cTは3原子が鋭角三角
形をなしている｡ n型polaron2p~はラセン構造を保った格子変形をするが, p型polaron











































o(i)-∑ぞ= 1 ♂ (¢i(i)+冗/2 )/N
で定まる｡ここで,Uは他の素子からの "刺激〝 Kは素子に依らない結合定数 twi)LT=1は
ある分布をもつ正定数,Aは正定数である｡α･i≦bの時,外部からの "刺激〝がなければ,
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